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  北海道は日本有数のアンモナイトの産出地です。

その中でも、アンモナイトの展示、日本一の三笠市立

博物館でレクチャーを受けることができました。アンモ

ナイト 600点、その他の展示 400点と豊富な化石資

料が揃っていました。 

 
 写真に写っているのは、世界最大のアンモナイトで

す。直径が、２，５ｍもあります。アンモナイトの卵は１

ｍｍほどですので、時間をかけて大きく成長していくと

のことです。殻の中には、空気をためる部屋があり、

浮き袋代わりに使用されていたそうです。 

 

 化石採集についての講義です。今回の採集場所

は、かつて浅い海で堆積していった三笠層です。砂

岩・礫岩が多く、二枚貝の化石が含まれている層で

す。特に、トリゴニア（三角貝）が産出するとのことでし

た。 

 

 三笠層での化石採集です。主に、崖から転がって

きた岩から化石を探します。石割ハンマーを使って岩

を割ったり、岩を返したりしながら探しました。 

 

 なかなか状態の良い化石は見つかりませんでした

が、アンモナイトの跡が残った化石を見つけることがで

きました。 

 


